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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 近の業績動向を踏まえ、平成23年5月13日に公表した平成24年3月期第2四半期累計期間及び通期業

績予想を下記の通り修正致しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．平成24年3月期第2四半期 連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

                        
（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 
百万円 

850 
百万円 

△190 

百万円 

△210 

百万円 

△220 

円 銭 

△5,451.08 

今 回 発 表 予 想 （ B ） 1,000 △330 △350 △360 △8,919.94 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 150 △140 △140 △140 - 

増 減 率            （％） 17.6 － － － - 

（ご参考）前年同期実績 

（平成 23 年 3 月期第 2 四半期） 
1,280 △459 △506 △853 △21,151.89 

 

 
 
２．平成24年3月期連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日）   
                   （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 
百万円 

1,500 
百万円 

△255 

百万円 

△290 

百万円 

△300 

円 銭 

△7,433.29 

今 回 発 表 予 想 （ B ） 1,800 △420 △460 △470 △11,645.48 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 300 △165 △170 △170 - 

増 減 率            （％） 20.0 － － － - 

（ご参考）前年同期実績 

（ 平 成 2 3 年 3 月 期 ） 
2,467 △956 △1,020 △1,772 △43,930.62 

 

 

 



 
 
 
 
 
修正の理由 

本年 4 月に、携帯電話向けヒンジ等事業において、不採算商品を中心に事業の縮小及び一部撤退を決定

し業績回復を図るべく進めて参りましたが、顧客への部品供給責任や顧客からの生産終了時期の延期要望

などの理由から、事業の縮小及び一部撤退の進捗が予定より遅れる見込みとなりました。その結果、不採

算商品につきましても生産を継続せざるを得ず、前回の連結業績予想数値と比較して売上高は増加いたし

ますが、収益性の悪化により、損失が拡大する見込みとなりました。 

そのため、収益性の改善を図り、昨年来の為替変動分や部材仕入上昇分などを吸収する為に、販売価格

の値上げについて顧客との交渉を継続しておりますが、こちらも値上げ実現に向けての交渉が難航し、計

画していた値上げ適用時期が遅れております。ノートPC向けヒンジ事業につきましては、新規案件の取り

込みが遅れた為、売上高の減少と収益の低下が見込まれております。 

これらの結果、平成24年3月期第2四半期及び通期において、売上高は前回発表予想時より増加するも

のの、収益面においては損失が拡大し、業績は前回予想を下回る見込みであります。 

 

 

１） 事業分野別の平成24年3月期における前回の連結業績予想 

 携帯電話向け 

ヒンジ（a） 

自動車・住設・ 

医療向けヒンジ 

ノートPC向け 

ヒンジ 

平成24年3月期 

予想 

売上高（A） 700百万円 100百万円 700百万円 1,500百万円

営業利益（B） △200百万円 （a）に含まれる △55百万円 △255百万円

 

２）事業分野別の平成24年3月期における今回の連結業績予想 

 携帯電話向け 

ヒンジ（a） 

自動車・住設・ 

医療向けヒンジ 

ノートPC向け 

ヒンジ 

平成24年3月期 

予想 

売上高（C） 1,120百万円 130百万円 550百万円 1,800百万円

営業利益（D） △300百万円 （a）に含まれる △120百万円 △420百万円

 
３）事業分野別の差異 
 携帯電話向け 

ヒンジ（a） 

自動車・住設・ 

医療向けヒンジ 

ノートPC向け 

ヒンジ 

平成24年3月期 

予想 

売上高差異（A-C） 420百万円 30百万円 △150百万円 300百万円

営業利益差異（B-D） △100百万円 （a）に含まれる △65百万円 △165百万円

 
以上 

 

＊ 上記の業績予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因により業績予想とは異なる結果となる可能性があります。 


